
令和 2 年度 

ｆ³工学教育研究センター活動報告書

ｆ³Engineering Education and Research Center 

ANNUAL REPORT 2020



令和 2 年度 

ｆ³工学教育研究センター活動報告書 

〈目次〉 

1. 「ｆ³工学教育研究センター」の概要．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．1

2. 令和 2 年度の活動のタイムライン．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.4

3. 活動内容．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.5

3.1 会議．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 5

3.1.1 f3 センター運営委員会．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.5 

3.1.2 f3 センター連携調整会議．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．6 

3.1.3 f3 センター運営会議．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．6 

3.1.4 f3 センター教員会議．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 7

3.2   教育活動．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．9

3.2.1 システム工学セミナー．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．9 

3.2.2 自己評価プログラム．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．11 

3.2.3 ｆ3 プロジェクト参画．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．13 

3.3   研究活動．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．17   

3.3.1 f3 プロジェクト成果発表会．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．17    

3.3.2 共同研究等．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．17



〈 付 録 資 料 〉 

■ 付録 1-1 自己評価プログラム 実施要領

1-2 自己評価プログラム 申請様式 

   1-3 自己評価プログラム 自己評価書 

■ 付録 2-1 f³プロジェクト研究 実施要領

2-2 f³プロジェクト研究 申請様式 

2-3 f³プロジェクト研究 成果報告書 



1. 「³工学教育研究センター」概要

■ 名称：

ｆ³工学教育研究センター

ｆ³Engineering Education and Research Center

■ 連携施設：

室蘭工業大学

室蘭工業大学 航空宇宙機システム研究センター

■ 設置：

2020 年（令和 2 年）7 月 3 日

■ 場所：

060-8628 北海道札幌市北区北 13 条西 8 丁目

  機械工学総合研究棟 2-05 

■ Web サイト：

https://f3.eng.hokudai.ac.jp/

■ 事業概要

海洋、空、宇宙（Frontier）を扱う総合工学である宇宙・航空・船舶工学を舞台とし、北海道の

広大なフィールド（Field）を活かして、要素技術開発に留まらず、実機全体の開発もしくは実機へ

の実装（Final product）までを行う。 

そこに学生を参加させることで、システム工学の素養を持ち、航空機等の巨大システムや IT シス

テムの構成要素としての情報端末等、複雑な工学システム全体を見渡しながら研究開発を牽引

する工学リーダー人材を育成し、広く産業界に供給することで、航空宇宙産業や IT 産業を始め

とする次世代基幹産業の構築を支援する。 
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■ 構成員名簿：

教員 47 名、事務員 1 名（令和 3 年 3 月末日現在） 

氏名 職名 所属 

永田 晴紀 

（センター長）

教授 宇宙環境システム工学研究室 

内海 政春 

（副センター長） 

教授 航空宇宙機システム研究センター 

村井 祐一 教授 流れ制御研究室 

戸谷 剛 教授 マイクロエネルギーシステム研究室

ケンプス ランドン 特任助教 宇宙環境システム工学研究室 

堀本 康文 特任助教 流れ制御研究室 

中村 孝 教授 材料機能工学研究室 

高橋 航圭 准教授 材料機能工学研究室 

藤村 奈央 助教 材料機能工学研究室 

佐藤 太裕 教授 材料力学研究室 

加藤 博之 准教授 材料力学研究室 

佐々木 克彦 教授 変形制御学研究室 

本田 真也 准教授 変形制御学研究室 

武田 量 助教 変形制御学研究室 

東藤 正浩 教授 バイオメカニカルデザイン研究室 

山田 悟史 助教 バイオメカニカルデザイン研究室 

大橋 俊朗 教授 マイクロバイオメカニクス研究室

江丸 貴紀 教授 ロボティクスダイナミクス研究室

ラワンカル アンキット 助教 ロボティクスダイナミクス研究室

梶原 逸朗 教授 知的構造システム研究室 

原田 宏幸 准教授 知的構造システム研究室 

田部 豊 教授 エネルギー変換システム研究室

植村 豪 准教授 エネルギー変換システム研究室

小川 英之 教授 エンジンシステム研究室

柴田 元 准教授 エンジンシステム研究室

小橋 好充 助教 エンジンシステム研究室

渡部 正夫 教授 熱流体物理学研究室 

小林 一道 准教授 熱流体物理研究室 

藤井 宏之 助教 熱流体物理研究室 
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田坂 裕司 准教授 流れ制御研究室 

朴 炫珍 助教 流れ制御研究室 

脇田 督司 助教 宇宙環境システム研究室 

藤田 修 教授 宇宙環境応用工学研究室 

橋本 望 准教授 宇宙環境応用工学研究室 

大島 伸行 教授 計算流体工学研究室 

寺島 洋史 准教授 計算流体工学研究室 

高橋 裕介 助教 計算流体工学研究室 

黒田 明慈 准教授 マイクロエネルギーシステム研究室

山田 雅彦 准教授 マイクロエネルギーシステム研究室

坂本 祐二 客員准教授 

上羽 正純 教授 航空宇宙機制御研究室 

今井 良二 教授 航空宇宙機システム研究センター 

北沢 祥一 教授 航空宇宙通信システム研究室 

溝端 一秀 准教授 高速空気力学研究室 

湊 亮二郎 助教 航空宇宙原動機研究室 

中田 大将 助教 航空宇宙機システム研究センター 

伊藤 里菜 事務補佐員 
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2. 令和 2 年度の活動タイムライン

2020 年度（令和 2 年度） 

4 月 28 日 第 1 回連携調整会議 

5 月 22 日 第 1 回教員会議 

6 月 18 日 第 2 回連携調整会議 

7 月 3 日 ｆ³工学教育研究センター設置 

13 日 第 2 回教員会議 

ｆ3 プロジェクト募集開始 

8 月 17 日 第 1 回運営委員会 

9 月 14 日 第 2 回運営会議 

10 月 6 日 第 3 回教員会議 

12 日 ｆ3 プロジェクト評価委員会* 

13 日 室蘭工業大学との研究連携協定の締結 

11 月 20 日 自己評価プログラム 

 オリエンテーション 

12 月 22 日 第 3 回運営会議 

24 日 第 4 回教員会議* 

1 月 システム工学セミナー開講

2 月 9 日 第 5 回教員会議* 

3 月 16 日 室蘭工業大学と教育の連携に関する協定 

および単位互換の実施に関する覚書の締結 

19 日 第 4 回運営会議* 

26 日 ｆ3 プロジェクト成果発表会 

*メール審議
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3. 活動内容

3.1 会議 

3.1.1 ｆ³センター運営委員会 

（1）第 1 回 ｆ³センター運営委員会 

・日時： 令和 2 年度 8 月 17 日（月）14 時 45 分～15 時 30 分

・場所： オンライン会議（zoom 接続）

・議題： 1.  令和 2 年度ｆ³工学教育研究センター事業計画（案）について

2. 令和 2 年度ｆ³工学教育研究センター予算書（案）について

3. 室蘭工業大学との連携に関する協定書（案）について

4. 室蘭工業大学との単位互換に関する覚書（案）について

3.1.2 ｆ³センター連携調整会議 

（1）第 1 回ｆ³センター連携調整会議 

・日時： 令和 2 年 4 月 28 日（火）13：00～14：30

・場所： オンライン会議（zoom 接続）

・議題： 1. 組織体制の確認

2. 組織整備に向けたタスクの確認

3. 連携教育プログラム準備状況

4. ｆ3 プロジェクト実施要領

5. ｆ3 拠点共用ソフトのライセンス購入

6. 共同研究相手（企業等）の組織化

7. ｆ3 ウェブサイトの準備状況（報告）

8. その他

（2）第 2 回ｆ³センター連携調整会議 

・日時： 令和 2 年 6 月 18 日（木）15：00～16：00

・場所： オンライン会議（zoom 接続）

・議題： 1． ｆ³センター運営内規について

2. ｆ³センター設置申請について

3. 北大と室工大との連携教育協定準備状況（報告）

4. 連携教育プログラム準備状況

5. ｆ3 プロジェクト準備状況

6. 海外連携研究機関学生派遣支援の件
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7. ｆ3 共用ソフトライセンス購入状況（報告）

8. ｆ3 予算での学術ジャーナル購読についての状況（報告）

  9.その他 

3.1.3 ｆ³センター運営会議 

（1）第 1 回ｆ³センター運営会議 

・日時： 令和 2 年 6 月 18 日（木）16：00～16：30

・場所： オンライン会議（zoom 接続）

・議題： ｆ3 プロジェクト評価委員会の設置について

（2）第 2 回ｆ³センター運営会議 

・日時： 令和 2 年 9 月 14 日（月）16：00～17：00

・場所： オンライン会議（zoom 接続）

・議題： 1. 前回議事録の確定

2. f³工学教育研究センター会議組織図について

3. ｆ3 プロジェクト追加申請の件

4. 自己評価プログラムの件

5. 本年度レビューシートとヒヤリングの件

6. ｆ3 プロジェクト採択通知書発行の件

7. その他

・報告事項： 1. 特任助教着任の件

2. 特任助教の講義担当の件

3. 室蘭工業大学との連携協定締結の進行状況について

4. 遠隔講義システム ポリコムの調達状況について

5. その他

（3）第 3 回ｆ³センター運営会議 

・日時： 令和 2 年 12 月 22 日（火）10：30～11：00

・場所： オンライン会議（zoom 接続）

・議題： 1. ｆ³予算消化見込み及び消化希望について

（4）第 4 回ｆ³センター運営会議 

・日時： 令和 3 年 3 月 19 日（金）～24 日（水）

・場所： メール審議

・議題： 1. 前回議事録の確定

2. R3 年度ｆ³プロジェクトの募集について

3. 室蘭工業大学との単位互換について

4. Ｒ3 年度予算案について

5. 概算要求 評価指標見直しの件について
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6. その他

・報告事項： 1. 坂本特任准教授の着任について

 2.その他 

3.1.4 ｆ³センター教員会議 

（1）第 1 回ｆ³教員会議 

・日時： 令和 2 年 5 月 22 日（金）13：00～14：30

・場所： オンライン会議（zoom 接続）

・議題： 1. 運営体制確認

2. ｆ³拠点運営内規について

3. 北大と室工大との連携協定について

4. 連携教育プログラム準備状況

5. ｆ³プロジェクト実施要領

6. ｆ³拠点共用ソフトのライセンス購入

7. 共同研究相手（企業等）の組織化

8. ｆ³ウェブサイトの準備状況（報告）

9. 国際連携推進室/ｆ³拠点 レイアウト案

10. 備品等購入状況（報告）

11. 予算案

12. ｆ³メンバー名簿

13. その他

（2）第 2 回ｆ³センター教員会議 

・日時： 令和 2 年 7 月 13 日（月）10：30～11：30

・場所： オンライン会議（zoom 接続）

・議題： 1. 前回議事録の確定

2. ｆ³センター運営内規について/ｆ³センター設置申請資料について

3. 北大と室工大との連携教育協定準備状況（報告）

4. 連携教育プログラム準備状況

5. ｆ³プロジェクトの状況

6. 海外連携研究機関学生派遣支援の件

7. ボーイングエクスターンシップへの参加について

8. ｆ³共用ソフトライセンス購入状況（報告）

9. ｆ³予算での学術ジャーナル購読についての状況（報告）

10. 機械棟 国際推進連携室 desk 予約方法、管理について

11. その他

（3）第 3 回ｆ³センター教員会議 
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・日時： 令和 2 年 10 月 6 日（火）10：30～12：00

・場所： オンライン会議（zoom 接続）

・議題： 1. 前回議事録の確定

2. ｆ³プロジェクト追加申請および報告会の件

3. 自己評価プログラムの件

4. 本年度レビューシートとヒヤリングの件

5. 本年度予算執行状況および見込み

6. その他

・報告事項： 1. 特任助教の件

2. 特任助教の講義担当の件

3. ｆ³工学教育研究センター組織体制の確認

4. ｆ³プロジェクト採択通知書発行の件

5. 室蘭工業大学との連携協定締結の進行状況について

6. 遠隔講義システム ポリコムの調達状況について

7. ｆ³共用ライセンスのアップデートファイル配布方法について

（4）第 4 回ｆ³教員会議 

・日時： 令和 2 年 12 月 24 日（木）～28 日（月）

・場所： メール審議

・議題： 1. ｆ³予算の消化状況について

（5）第 5 回ｆ³センター教員会議 

・日時： 令和 3 年 2 月 9 日（火）～18 日（木）

・場所： メール審議

・議題： 1. 前回議事録の確定

2. 令和 2 年度事業報告書（案）について

3. 令和 2 年度予算消化状況について

4. 令和 3 年度事業計画（案）

5. ｆ³プロジェクト成果発表について

6. ＰＩＶソフトウェアの運用方法について

7. 教員の採用について

8. その他

・報告事項： 1. 室蘭工業大学の進捗状況について

2. 自己評価プログラム モデルケースについて

3. 北海道大学分ポリコムの設置および運用について

4. その他
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3.2 教育活動 

3.2.1 システム工学セミナー 

・日時： 令和 3 年 1 月 18 日（月）3.4 講時

 19 日(火)3.4 講時 

 25 日（月）3.4 講時 

 26 日（火）3.4 講時 

・場所： オンライン（Webex 接続）

・講義提供： 三菱航空機 ＭＩＴＡＣ ＡＣＡＤＥＭＹ

タイトル 講師 

1 Aircraft Design Roberto Girardi 

2 Market Intelligence Olga Mello 

3 Systems Engineering Daniel Partrick 

4 Safety Gregoire Savary

5 Project Management Artur Moellmann 

9
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3.2.2 自己評価プログラム 

（1） 学生に向けてオリエンテーションを実施

・日時： 令和 2 年 11 月 20 日

・場所： オンライン（zoom 接続）

（2）モデルケースとして 1 テーマを試行

・テーマ名

「酸化剤に亜酸化窒素を用いたときの CAMUI 型ハイブリッドロケットの燃焼後退速度」

・責任教員： Landon Kamps

・学生代表： 宇宙環境システム工学研究室 学部 4 年 信原 佑樹

・提出から合格までの流れ：

①-1 プロジェクト申請書の提出 令和 2 年 12 月 22 日

②-1 審査結果案附議日 令和 2 年 12 月 22 日

③-1 ④-1 第 1 次判定結果通知日 令和 2 年 12 月 28 日（結果：差し戻し）

①-2 再提出日 令和 3 年 1 月 27 日

②-2 審査結果案附議日 令和 3 年 1 月 27 日

③-2 第 2 次判定結果確定日 令和 3 年 1 月 30 日

④-2 審査結果通知日 令和 3 年 1 月 30 日（結果：条件付き合格）

①-3 再提出日 令和 3 年 1 月 29 日（結果：合格）

⑤ 自己評価書提出日 令和 3 年 3 月 12 日

⑥-1 審査結果附議日 令和 3 年 3 月 14 日

⑦-1 審査結果確定日 令和 3 年 3 月 17 日（結果：条件付き合格）

⑥-2 審査結果案附議日 令和 3 年 3 月 25 日

⑦-2 第 3 次判定結果確定日 令和 3 年 3 月 25 日

⑧ 審査結果通知日 令和 3 年 3 月 25 日（結果：合格）
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（3）令和 3 年度単位化に向けてシラバスの整備
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3.2.2 f³プロジェクト参画 

（1） 36 テーマを実施。うち、航空・宇宙・船舶関係のテーマは 25 件、うち 2 件は道内企業との

共同研究であった。 

課題名 担当教員 参画学生内訳 

気泡挿入による船舶抵抗低減に関する研究 大島 伸行 修士 2 年 2 名 

表面触媒効果による通信ブラックアウト低減化研究 高橋 裕介 修士 2 年 2 名 

修士 1 年 1 名 

ロケット型燃焼器における燃焼振動発生機構の解明 寺島 洋史 修士 2 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

航空機用ジェットエンジン燃焼器を対象とした噴霧燃焼解析技術に

関する研究 

大島 伸行 修士 2 年 2 名 

修士 1 年 1 名 

異常動作時の LIB 電解液火災の抑制方策に関する研究 藤田 修 博士 3 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

高精度噴霧燃焼シミュレーション用多成分液滴蒸発モデルの開発 橋本 望 博士 2 年 1 名 

修士 2 年 2 名 

宇宙用ブレーカー設計の基礎となる可変重力条件下の電気配線通

電着火特性の取得 

藤田 修 博士 3 年 1 名 

修士 2 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

再生可能エネルギー由来アンモニア利用技術の開発 橋本 望 博士 2 年 1 名 

修士 2 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

ハイブリッドキックモーター用燃料およびノズルの開発 ケンプス・ラ 修士 2 年 1 名
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ンドン
修士 1 年 1 名 

ハイブリッドキックモーター・プロトフライトモデルの開発 永田 晴紀 博士 1 年 1 名 

低濃度過酸化水素ハイブリッドロケットの開発 脇田 督司 修士 1 年 1 名 

端面燃焼式ハイブリッドロケット用燃料の造形精度評価 永田 晴紀 修士 2 年 3 名 

修士 1 年 2 名 

マイクロチャネルでの薄液膜蒸発を利用した高熱流束排熱デバイス

の開発 

今井 良二 修士 2 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

学部 4 年 1 名 

非粘性ダンパによる高速回転機械の軸振動低減に関する研究 内海 政春 修士 1 年 2 名 

学部 4 年 2 名 

ＲＢＣＣスペースプレーンの空力設計・空力評価 溝端 一秀 博士 2 年 1 名 

学部 4 年 1 名 

小型有翼無人機の構造設計プロセス評価に関する研究 中田 大将 修士 2 年 3 名 

修士 1 年 5 名 

学部 4 年 5 名 

ＡＭ技術を用いた高性能鋳ぐるみ部品製作法の開発 本田 真也 修士 2 年 1 名 

学部 4 年 1 名 

流体―構造連成解析を用いた大動脈解離リスクの評価 武田 量 修士 2 年 2 名 

学部 4 年 1 名 

航空機構造用 CFRP の疲労損傷機構解明に向けた放射光 X 線

CT 用その場疲労試験機の開発 

高橋 航圭 修士 2 年 1 名 
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修士 1 年 2 名 

高高度気球用カプセルの構造解析 本田 真也 修士 1 年 1 名 

宇宙航空用チタン合金における内部起点型疲労損傷予測モデルの

開発 

中村 孝 博士 1 年 1 名 

修士 2 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

選択式株間除草機構の開発 江丸 貴紀 修士 1 年 3 名 

Heterogeneous Aerial and Ground Multi-robot 

Collaborative System for Navigation in Cluttered 

Environments 

ラワンカル

アンキット

博士 3 年 1 名 

修士 2 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

除雪作業の省力化及び安全性向上を目的としたロバスト認識技術

に関する開発 

江丸 貴紀 博士 1 年 1 名 

修士 1 年 2 名 

重力場が細胞運動機能に与える影響 大橋 俊朗 博士 2 年 1 名 

リモートセンシングの社会実装を加速化する SLAM 技術の開発 江丸 貴紀 修士 2 年 2 名 

修士 1 年 1 名 

ディーゼル燃焼における着火遅れの運転条件依存性 小川 英之 博士 3 年 1 名 

修士 2 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

噴霧間干渉の制御によるディーゼル燃焼の特性改善 小川 英之 修士 2 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

火炎構造がディーゼル燃焼に与える影響と燃料性状 小川 英之 博士 1 年 1 名 
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修士 1 年 1 名 

オゾン添加による低着火性燃料の着火・燃焼制御 小橋 好充 修士 2 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

壁面衝突をともなう噴霧燃焼過程および壁面熱伝達に及ぼすスケー

ル効果の解明

小橋 好充 修士 2 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

燃料改質による火花点火機関の熱効率改善 小橋 好充 修士 2 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

船舶用エンジンのピストンによる燃料圧縮改質に関する研究 柴田 元 修士 2 年 1 名 

修士 1 年 1 名 

液体乾燥技術に関する分子シミュレーション解析 小林 一道 博士 2 年 1 名 

修士 2 年 1 名 

船舶実装型の気泡分裂デバイスモデルの開発 村井 祐一 修士 1 年 2 名 

せん断乱流がもつ機能を活かす流れ制御システムの設計と実験装

置の構築 

堀本 康文 修士 1 年 3 名 
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3.3 研究活動 

3.3.1 f³プロジェクト成果発表会 

・日時： 令和 3 年 3 月 26 日（金） 13：00～17：00

・場所： オンライン開催（zoom 接続）

3.3.2 共同研究等 
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1-3 自己評価プログラム 自己評価書



付録 2-1 f³プロジェクト研究 実施要領 

2-2 f³プロジェクト研究 申請様式

2-3 f³プロジェクト研究 成果報告書



f3: 自己評価プログラム実施要領

目的： プロジェクトの設定、実施、結果評価、改善提案（PDCAサイクル）全体を経験させ、工学
プロジェクト創出および遂行のノウハウを理解させる。自分で達成目標を定め、達成状況
を自分で評価することにより、問題解決能力のみならず、問題発見能力をも育成する。

形式： R2 年度は単位の授与が出来ないが、機械系共通科目として立ち上げ、R3 年度から単位
認定を開始する。R2 年度はインターン学生受入れを活用して実施し、受入れ学生の経済
支援も盛り込む。インターンを含むプロジェクト申請のみではなく、f3プロジェクトの一部や、
他団体主宰のコンテスト（衛星設計コンテスト等）に応募したい場合も申請を受け付ける。
ただし、研究室単位（複数の研究室を横断するプロジェクトを含む）のチームに限る。鳥人
間や学生フォーミュラ等は不可。

実施要領：

1. プロジェクト申請書（様式 1）提出
チーム構成は 「大学院学生（＋インターン留学生）＋責任教員（1名）」とする。申請書は
年度を通じて随時受け付ける。予算上限 20万円。インターン留学生が含まれる場合は経
済支援費用として更に 10万円を追加。

2. プロジェクト申請書審査
審査は、「差し戻し／合格」のいずれかの判断とする。差し戻しの場合、どこが足りないか、
あるいは矛盾しているか、などのコメントをつける。チームは書類が合格になるまで修正を
繰り返す。主な審査ポイントは以下の通り：
・ 誰が見ても明確に達成／未達成が判断出来る評価基準になっているか？
・ 達成目標の設定理由は合理的か？
・ 目標達成までに必要な作業の構成が適切にスケジュールに反映されているか？

　要修正と判断された場合、研究計画の修正と共に、指摘をどのように受け止め、どのよう
に修正に反映したかを説明する回答書を提出する。責任教員は、修正毎に、研究計画お
よび回答書をチェックし、責任教員所見に指導の概要を記述する。

3. 自己評価書（様式 2）提出
評価基準は「申請書に記載された達成目標が達成さ
れたか？」のみとする。努力や成長や知見の獲得等は
自己評価の対象にならない。自己評価書には改善提
案も含む。責任教員からのコメントも記載する。

4. 自己評価書審査
適切に自己評価が行われているかを審査する。

5. 成果は f3 ウェブサイトに掲載される。掲載不可の場合
は申し出ることとする。

運営要領：
　自己評価プログラムの具体的な運営要領はセンター

運営会議で検討し、全体会議（仮名、f3関連教員全体
の会議）で決定する。
センター運営会議＋責任教員（その時点でプログラム
に参加済みの責任教員全員）で審査委員会を組織する。
プロジェクト申請書および自己評価書の審査結果は審
査委員会で共有し、了承する。
　プロジェクト毎に、そのプロジェクトの審査主担当を定
める。各審査主担当は審査結果を審査委員会に提案
する（右図参照）。

プロジェクトチーム

大学院学生＋インターン
シップ留学生＋責任教員

審査委員会

センター運営会議メンバー
＋全責任教員

プロジェクト
申請書

自己評価書 審査結果

審査担当教員

各プロジェクト毎に1名ずつ
審査委員会から選出

審査結果案
審査結果

①

②

③

④⑤

⑥

⑦

⑧



自己評価プログラム 申請書 

提出日：    年  月  日  

研究室名（同一研究室から複数申請の場合は団体名まで記載）および連絡担当者 

研究室名・ 

団体名 

プロジェクト名 

連絡担当者 学生代表 責任教員 

氏名/学年 

Email 

＝＝ここから続けて、以下の内容を書いてください（書き方はコメントを参照してください。）＝＝＝＝ 

① メンバー構成

② 申請するプロジェクト概要

③ 申請するプロジェクトについての達成目標（サクセスレベル）

④ スケジュール

⑤ 予算計画

⑥ 責任教員所見

f3hokudai@outlook.jp
研究室における研究活動を支援するための経費ですので、研究室単位（複数の研究室を横断するプロジェクトを含む）のチームに限ります。

f3hokudai@outlook.jp
海外からのインターンシップ受入れ学生が含まれる場合は、滞在費支援（10万円、インターン学生への経済支援）が加算されます。

f3hokudai@outlook.jp
以下を参考にし、サクセスレベルを設定してください。ミッション達成の評価基準を明確にし、何がどうなったらミッション達成という判断になるのかを具体的に示してください。ミッション達成の評価基準は、誰が見ても明確にミッション達成／未達成が判断出来るものとしてください。・ミニマムサクセスこれだけはどんなことがあっても達成するという目標を決め、設定してください。・フルサクセス計画通り順調に進めば達成できるレベルの目標を決め、設定してください。・アドバンストサクセスフルサクセスを越える成果を狙っている場合にのみ、設定してください。設定しなくてもかまいません。

f3hokudai@outlook.jp
上限20万円（インターン学生への経済支援を含まず）。参加学生のRA経費や旅費に充当頂くなど、学生を支援するような予算計画としてください）

f3hokudai@outlook.jp
提案内容の意図（研究開発テーマ全体の中での位置付け等）について記入下さい。



自己評価プログラム 自己評価書 

提出日：    年  月 日  

団体名（同一研究室から複数申請の場合は団体名まで記載）および連絡担当者 

研究室名・ 

団体名 

プロジェクト名 

連絡担当者 学生代表 責任教員 

氏名/学年 

Email 

＝＝ここから続けて、以下の内容を書いてください（書き方はコメントを参照してください）＝＝＝＝ 

① 申請したプロジェクトの達成目標（サクセスレベル）

② 各達成目標の達成状況

③ 当初スケジュールと実際に進展したスケジュールとの比較

④ 達成可否状況を受けた改善提案

⑤ 予算消化状況

⑥ 責任教員所見

f3hokudai@outlook.jp
ミッション達成可否を判断する各評価基準がどのようになったかを記載し、各ミッションの達成／未達成を判断ください。

f3hokudai@outlook.jp
責任教員から見た評価内容、研究開発テーマ全体の中での本成果の位置付け等について記入下さい。



f3 プロジェクト研究 申請要領 

1. 対象テーマ

• 実機開発、もしくは実機への実装を目指した研究開発プロジェクトであること。

• 宇宙、航空、船舶分野の開発研究が望ましいですが、それ以外の分野の開発研究も幅広

く受け付けます。

• 企業や研究開発機関との共同研究テーマに関わるプロジェクトが望ましいですが、必須

ではありません。

• 博士後期課程学生が参画していることが望ましいですが、必須ではありません。

2. 研究経費

• 1 件当たり上限 100 万円を支弁します。

• プロジェクトに参画する学生への経済支援を優先ください。プロジェクトに参画する博士

課程学生への RA 経費（50 万円以上）支弁を期待しています。

• 修士課程学生への RA 経費支弁も歓迎します。博士後期課程進学の勧誘に活用頂くこと

を期待しています。

• 大学院生の国際学会発表旅費にも活用ください。M1 の頃に同年代の海外研究者と繋が

った学生は博士進学に転じる可能性が上昇します。

3. 申請方法

• 指定の様式に必要事項を記載して申請ください。

4. 研究期間

• 研究期間は単年度としますので、継続する場合は毎年度改めて申請ください。

5. 成果報告

• 年度末に所定様式（数頁の簡単な様式にしたい）の成果報告書を提出ください。



申請様式 

f3 プロジェクト研究申請書 

テーマ名

申請代表者名 

申請代表者所属・職位 

参画学生氏名 学年 メールアドレス

共同研究相手（もし有れば） 

氏名 所属・職位 

連携研究者（北大の教員を必ず含んでください） 

氏名 所属・職位 

研究内容（本年度中の研究目標） 

研究費の支出予定 



f3プロジェクト研究成果報告書 

提出日：令和  年  月  日 

テーマ名

代表者名 

代表者所属・職位 

参画学生氏名/学年 

共同研究相手 

氏名 所属・職位 

研究成果 （文章や図、写真などご自由にお書き下さい）

研究経費の消化状況 

成果発表（予定も含む） 
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